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市道　別府・上名線

市道　別府八房線
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E.P.（No.3+17.4）
[HPPEφ150]

新設仕切弁φ150

横断側溝300×300

横断側溝300×300

横断側溝300×300

横断側溝500×700

新設仕切弁φ25

新設排泥弁φ25

既設DIPφ150　H=1000

(B.P.)
[PP管φ30、φ25]

（E.P.）（No.4+12.8）
[PP管φ30、φ25]
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令和6年度　八房地区配水管布設替工事

令和　　年　　月　　日

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

作成月日

工 事 名

鹿児島県　いちき串木野市

令和6年度　八房地区配水管布設替工事

いちき串木野市　八房　地内

図　示

平　面　図

全　　2　　葉　　　　　第　　1　　号

※舗装厚は原形復旧とするものとする

[八房地区]

配水管布設工　HPPEφ150　L=166.0m、PP管φ30　L=50.0m、PP管φ25　L=160.3m

八房地区　平面図 S=1:500

[市道　別府・上名線]

[市道　別府八房線]
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[HPPEφ150（市道　別府八房線）]

[PP管φ30、φ25（市道　別府・上名線、別府八房線）]

配水管布設工　PP管φ30　L=50.0m、PP管φ25　L=160.3m、HiVPφ25　L=3.3m、仕切弁設置工φ25×2基、給水件数1件

配水管布設工　HPPEφ150　L=166.0m、HiVPφ150　L=1.4m、仕切弁設置工φ150×1基、給水件数3件

土工断面①

L=52.0ｍ

土工断面④

L=101.0ｍ

土工断面⑤

L=66.4ｍ

土工断面②

L=34.1ｍ

土工断面③

L=25.7ｍ

仕切弁設置工φ150×1基、φ25×2基

給水件数×4件
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標準断面図(HPPEφ150、PP管φ25)
S=1：50
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新設管PP管φ25
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（HiVP）
（HiVP）

E.P.（No.3+17.4）
[HPPEφ150]

B.P.
[HPPEφ150]

PCジョイントφ150

メカ型曲管φ150×45°（ポリ管用）
（振上・振戻）

メカ型曲管φ150×45°（塩ビ管用）
（振戻）

一体型ソフトシール仕切弁φ150（ポリ管用）

VSジョイントφ150

（既設）サドル分水栓φ40×φ20
エラスジョイントφ20
Hiソケットφ20×φ25

青銅製仕切弁φ25（再利用）
おねじ付ソケットφ25（塩ビ管用）

SKXソケットφ25（V）×φ30（P）

ポリエチレン管（1種2層管）φ30
※材料支給　L=50.0m

ポリエチレン管（1種2層管）φ25
※仮設再利用　L=159.8m

SKXソケットφ30×φ25（PP管用）

Hiエルボφ25

青銅製仕切弁φ25
おねじ付ソケットφ25（ポリ管用）
おねじ付ソケットφ25（塩ビ管用）

SKXチーズφ25×φ25（ポリ管用）

(B.P.)
[PP管φ30、φ25]

EFベンド（片受）φ150×45°

（E.P.）（No.4+12.8）
[PP管φ30、φ25]
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異種管用メカ型曲管φ150×45°（P×V）
（振下）

令和6年度　八房地区配水管布設替工事

八房地区　配管詳細図 S=1:250
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※舗装厚は原形復旧とするものとする


